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言語 使役を示す語 ←品詞 例文・語順





英語 make（have， 動詞 The king of Sei made
let） his men take this.
（生徒作文）
Ｓ＋Ｖ＋Ｏ＋Ｃ




































わ に き し ろに ご と まき せに じ もにひとまき あは







ここ すめらみこと あ ち き のたま も いまし
に勝れる博士，亦有りや」とのたまふ。対へて曰さく，
は かせ こた まを
「王仁といふ者有り。是秀れたり」とまうす。～略～
わ に ひと これすぐ
十六年の春二月に，王仁 来 り。則ち太 子菟 道
まゐけ ひつぎのみこうぢのわき
稚郎子，師としたまひ，諸典籍を王仁に習ひたまふ。


































・「I will teach you what it means to know
things.」（学習者の多くは「I will teach you
learning things.」としていた。）［英訳］































具体的な ・有一言而可以終 ・Well，there are sev
記載 身行之者乎。 eral sushi restauran
ts in this town.
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・There are two big








具体的な ・由，誨女知之乎。・I will show you
記載 （「誨」：「教ふ」） some pictures.

























⑴中沢新一「Not I, not I…」（教科書）
⑵中沢新一『純粋な自然の贈与』















































































































































































































贈与 → 原始資本主義→ 近代資本主義
（未開社会）
普遍性 高 低 やや高※１
度 （全体的な給 （カルヴァニズ （世俗化の進
付体系） ムの影響） 展）
宗教色 ？ ※２ 強 弱
発展性 低～高※３ 中 高
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合理性 強 強 弱
（精霊・信仰
による正当化）
検証可 低 高 高
能性
※１「やや高」である理由は，資本主義の形態が主に
宗教の影響で微妙に違うから。ｃｆ：イスラム銀行
※２「？」とした理由は，やはり贈与が全体的な給付
体系である故であり，ポトラッチに見られるような神
や精霊との結びつきは爾後的なものとも考えられるか
ら。実際に宗教と結びつかない場合も多い。
※３未開社会がそうであるように基本的に低い。資本
主義との併用で高くなることがある。
②レポートの記述（抜粋）
〔ウェーバーは，アガペーの実践を重要視するキリスト
教の中でも特に厳格なプロテスタント（特にカルヴァン
派）が，本来相容れないはずの資本主義の発展に欠かせ
ない利益追求を正当化する役割を果たした，という逆説
を提示しています。その上で考えると，資本主義よりも，
むしろ競覇的な性格を持つ贈与の精神の方が人と人とを
分離するようにも見えてきます。否，分離というと言い
過ぎになるでしょうが，実際，資本主義の根拠がキリス
ト教にあり，キリスト教の根拠が人類普遍の贈与の原理
（アガペーが該当します）にある以上は（つまり資本主
義が贈与の精神から派生した），資本主義がより進化し
たシステムで原始的な贈与の精神よりも優位にあるとい
う結論に至るのは自然でしょう。〕
〔以降，資本主義が広まり贈与精神に取って代わるよう
になりますが，～この時期においては，贈与精神がその
普遍性ゆえに併存してはいても，資本主義の優位性が浸
透しています。しかし，資本主義のこの基本原理はルー
ツが贈与精神とは異なり人類普遍のものではなく，限定
的であったために伝播するのに連動して世俗化が進展す
ることになります。モースが贈与論を発表した時代にち
ょうど社会主義が台頭しますが，これは世俗化を経て資
本主義の合理性が危殆に瀕したためです。今日，社会主
義は勢力を弱めていますが，資本主義の合理性の問題は
残ったままです。モースは贈与による第三の交換体系を
「復権」させることを考えました。中沢氏はこれに同意
している訳です。実際復権するかどうかは分かりません
が，それ以外の交換原理は世俗化（やそれに類する現象）
が進展しないように各々の文化に閉じたものとして保ち
続けない限りは根源的な脆さを孕み続けます。これは一
度正当化されたものだからです。したがって，初期の資
本主義と近代資本主義はプロ倫の考えに従えば別個のも
のとして見なす必要があり，～〕
４．まとめ
教科横断的な学びを取り入れることにより授業者・学
習者ともに複眼的な視点を獲得することができた。中学
生での実践，高校生での実践ともに『論語』『贈与論』
といった古典を扱ったことが功を奏した。特に『論語』
の読解は，古典・定番教材であるだけに新たな視点を獲
得しづらい面があったが，学習者自身が教科書の『論語』
の一部を英訳・漢訳することで別の視点に立つことがで
きた。そしてその視点は時を超えて文字輸入時の日本人
の視点とも重なるものであった。
課題としてはこの実践が一過性のものとなってしまう
可能性が指摘しうる。全ての単元に教科横断的な学びを
取り入れることは準備量の多さからできないにしても，
取り入れる必要性と効果の高い単元を見きわめ，定期的
に導入していきたい。
引用・参考文献，教材等の出典
⑴文部科学省「次期学習指導要領等に向けたこれまでの
審議のまとめ」 2016年 8月
⑵文部科学省「教育課程部会 言語能力の向上に関する
特別チームにおける審議の取りまとめ」2016年 8月
⑶樺山紘一『情報の文化史』朝日新聞社 1988年
中世ヨーロッパにおける音声伝達の実際を記す。〈街
頭に立って，禁令を触れ回る役人〉，〈仲介スピーカー〉，
〈いまのわたしたちとは段違いの耳〉など，想像を裏
切られる。
⑷水村美苗『日本語が亡びるとき』筑摩書房 2008年
無文字社会に文字が輸入された際，必然的に〈二重言
語者〉が存在することになったはずだと指摘する。
⑸倉島節尚『中高生からの日本語の歴史』（ちくまプリ
マ―新書）筑摩書房 2019年
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⑺京都大学高等教育開発推進センター
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⑻マルセル・モース『贈与論 他二篇』岩波書店 2014年
⑼マックス・ウェーバー『プロテスタンティズムの倫理
と資本主義の精神』岩波書店 1989年
⑽中沢新一『純粋な自然の贈与』講談社 2009年
⑾奥野克巳『ありがとうもごめんなさいもいらない森の
民と暮らして人類学者が考えたこと』亜紀書房 2018年
⑿檜垣立哉『食べることの哲学』世界思想社 2018年
自己の一部を食べさせるアンパンマンを贈与論・カニ
バリズム・臓器移植問題へとつなげる。
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